
 キーワード：

おいしくて充実した学校給食を
これからの世代にも引き継ぐ

 研 究 概 要：

 アピールポイント、どのような共同研究・連携に結びつけられるか？

食育、学校給食、共食

学校給食発祥の地として、地産地消や食文化の伝承に力を入れる山形
県の学校給食。その良さをこれからの世代にも引き継ぐための仕組みを
研究しています。これまでは学校給食の始まりと給食センター（共同調
理場）の歴史を市町村ごとに整理してきました。
2026年は山形県内の農業協同組合が学校給食に対して担ってきた役
割を調査しています。

食の歴史は地域の歴史です。学校給食は地域と学校の歴史の
写し鏡であり、調理場と教師の創意工夫の賜物でもあります。
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「学校給食の維持・発展にJAが果たす役割の研究－山形県の事例から－」
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